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１．本課題の概要 

 個々の患者から取り出して体外培養したがん細胞オルガノイド/スフェロイドは個

別化診断や創薬の優れたツールであるが、民間企業では未だ有効に活用されていない

のが現状である。そこで、「患者由来がん細胞解析プラットフォーム」を産学連携で整

備し、京都大学を中心とした「個別化医療開発コンソーシアム」を設立する。本事業で

は臨床現場で直ちに使用可能な個別化医療開発を目的として、4項目の研究課題につい

て産官学共同で開発を進める。これらの課題は悪性がんの最適な薬物療法を選択する

薬剤効果予測法の開発、および外科手術により切除したがんの再発に備える予後予測

診断法の開発である。各研究項目について、患者由来がん幹細胞を用いた基礎研究、臨

床研究を行い診断技術の学術的な根拠を検証する。並行して各診断法を構成する全て

の要素技術の最適化を行う。共同研究フェーズ終了後は診断薬・診断機器・診断サービ

ス等の製品化と薬事申請を個社あるいは関連する複数企業で行い、最終的な社会実装

を目指す。また、コンソーシアムは本研究で得られるバイオリソースを活用して新たな

研究開発を推進し、本研究終了後も継続して活動を行う。 

 

２．評価結果：令和７年度末で終了 

 遅れは見られるものの計画に沿って進展している点は評価された。今後、スフェロイ

ド培養技術は成功率や培養期間等の更なる改善や、競合技術への優位性が示されてい

くことを期待する。 

 


